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キリストのない神殿（ヨハネ2:13-22）
　聖書に登場されるイエス様はとても優しく、また弱い人、貧しい人を胸に抱いて包むイメージがあります。しかし、いくつかの箇所を見るとイエス様が非常に怒りを覚えられて、あれほど怒っていらっしゃるのかと思うような場面も少しあります。今日、お読みしました聖書の箇所がその代表的な箇所です。というのは非常に大切な意味があるということでしょう。過越の祭りの時期になってイエス様がエルサレムの神殿に上られました。そこに入って羊や牛、鳩などを売っている人々、それから両替をしている人々などに鞭を作ってそのいけにえになるような動物を全部追い出し、またテーブルをひっくり返したりなさいました。そして、ユダヤ人たちが「あなたはどういう権限でなぜこのようなことができるのか。きちんと説明してください」と言われたときにイエス様が「この神殿をもう壊しなさい。そうすれば3日でわたしはまた建てるから」とおっしゃいました。この神殿は46年かかって建てられたものなのに3日で建てるというのはどういうことなのか。そのようなやりとりがありました。そして、怒りを覚えたイエス様が「わたしの父の家を商売にしてはいけない」ということもおっしゃいました。でも、前にもお話したようにここで商売するというのは悪いことではありません。遠くから過越の祭りのためのいけにえを連れてくるときに傷ついたり、最初から傷のあるものだと知らないで持って来たりすると、それはいけにえとして捧げることができないので、少しお金をもらって交換しないといけません。だから、それは必要な事でした。そうしていたのですがイエス様がそのことを指摘しながら怒りを覚えられました。最終的には「この神殿はもう壊しなさい」とおっしゃいました。というのは「もういらないものだ。意味がないのではないか」というお話です。なぜイエス様は神殿に上られ怒りを覚えられ、そして、「もう壊しなさい」とまでおっしゃったのか。イスラエルの人は今も「神殿、神殿」と言いながら大事にしています。当時はもちろん神殿がイスラエルのすべての中心でした。彼らの自慢であり、宝の中の宝でした。けれども、イエス様はそれはもう無用なものだとおっしゃっています。なぜイエス様にはそのような事が言えるのか、なぜそうおっしゃったのかという質問を持って今日のメッセージを考えていきたいと願います。
　そのためには、まず聖書が私たちにこれっぽっちも変わらないで、最初から最後までずっと語っているメッセージに耳を傾けなければいけません。それは世の中のどこに行ってもどんなに素晴らしい理論、教育の中でも教えられない聖書だけが語っている内容です。そのメッセージが理解できないとイエス様がなぜこれほど怒りを覚えられたのかも理解できません。それはどんなメッセージなのかと言いますと、この地球上のすべての問題は実は真の創造の神様から離れて、そして、その神様の祝福を失い、その結果、目に見えない暗闇の勢力に捕らわれてしまった、いわば創世記3章の問題がその問題だというのがメッセージです。いまも遠くの国では内乱などいろいろな理由で戦争が続いています。また、他のところでは自然災害によって大変な目に遭っています。そうでなくても各国ごとに社会的な様々な問題がニュースになっています。そして、ひとりひとり個人も様々なトラブル、問題、悩みごとを抱えて人生を生きています。そのため文化が発展し文明が発達しているにもかかわらず精神的な問題、うつの患者を病院で全部収容できないぐらい、もはや収まらないような数に達しています。そのようなすべての問題、それが昔でも今でもこれからでも同じです。それが社会の問題であれ、個人の問題であれ、その地球上、歴史上あったどのような問題は実は神様から離れてしまった霊的な問題がその問題です。これが聖書が語っているメッセージです。私たちが聞かないといけないメッセージです。お知らせのときに正式に皆さんにお知らせしますがジェボンとアラムから生まれた真一レムナントが日本に戻ったわけでなく入国しました。たぶん、生まれたばかりの子どもはだれでもかわいくてしょうがないでしょう。カカオトークに写真を載せると皆「かわいい。会いたい」などの返事がありました。だから、親はその子どもがこれからすくすくしっかり育つように思い、心を込めて祈るようになると思います。しかし、なにを祈るのでしょうか。生まれたばかりの赤ちゃんの人生のために親がなにを祈ればいいでしょうか。他の人と比べて上に立ち成功の座に立つようにという祈りでしょうか。健康に育つようにというのが祈りでしょうか。私はお願いしたいと思います。もし成功して健康になったとしても聖書が語っているこのメッセージが分かっていない限りは壊れてしまう神殿よりひどいものになります。だから、「神様。たとえなにがどうなるか分かりませんがこの赤ちゃんがその一回限りの人生を生きていくうちに、人の問題、地球上の問題が神様から離れてしまった霊的な問題、創世記３章の問題であるということにしっかりと気づくようにしてください。それで世の中の希望は文明の発展でもないし成功でもないし、キリストしか希望はありませんという答えをしっかり持って告白でき、そのキリストのために人生を捧げ、たとえ命が奪われることがあっても、そのために生きることができるものにしてください」と言う以外に祈ることはないと思います。なにを子どものために祈っているのでしょうか。もしこのメッセージが欠けてしまうと今日の無駄な神殿のようになってしまいます。子どもにとってなにが一番大切だと思いますか。クリスチャンにとってなにが一番大切でしょうか。逆に言うとクリスチャンの特権はなんでしょうか。このことに目が開かれたということです。今まで親や政治家、なにかが問題だと思っていたのにそうではなくて本当は神から離れてしまった、もっと深いところに霊的なところに問題があったのだということに初めて気づくようになるのがクリスチャンであり、クリスチャンの特権です。そこからスタートしない限りはちぐはぐになるしかありません。どんなに頑張って悩みに悩んで選択したとしてもそれは当てになりません。努力も同じです。なにをどうするかの前に、この神からのメッセージ（韓国語で「恨」）です。これに耳を傾けないで何を求めればよいでしょうか。それが問題です。皆さんそう思うでしょうか。そうならば親がその部分に対して「そうです」となっていない限りはその祈りは絶対ないでしょう。世の中の親が子どものために神社に行ってお願いするのと同じお願いしかクリスチャンでもできません。そのような祈りをしている分、時間の浪費です。私たちはそのような祈りがいらないクリスチャンです。それはもうすでに終わりました。それがクリスチャンです。神殿、また神殿に怒りを覚えられ「全部壊しなさい、イエス様の体を指して神殿とおっしゃった」この言葉の意味を理解するためには、まず地球上の問題は創世記３章の問題だということを素直に認めてそれに気づかないといけません。今までのすべて問題も、皆さんが抱えている個人の問題も、家庭内にある家系の問題も皆同じです。それは言い換えますとこの地球にひとりひとり個人に答えは、希望になるものはその神様とまた出会うこと以外には希望がないということでしょう。それが答えです。周りが変わることではありません。旦那さんが優しくしてくれることではありません。社会のシステムや組織や制度が変わることではありません。戦争に介入するのかそれを避けるのか、そういうところに解答があるわけではありません。クリスチャンは分かっています。この地球の希望、ひとりひとりの人生の希望、答えは真の創造の神様に出会うこと、その神様と一緒になること、それ以外にはありません。しかし、残念ながら人間の方には道がありません。神様に遭うことができません。神様に会いに行くことができません。なぜかと言うと道が最初からないのでローマの手紙3章23節に書いてあるように「すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができません」だから、希望は神様自ら人間を愛し、この地球、世を愛して会いに来てくださること以外には希望がありません。会ってくださること以外には。会いに行くのではなく会ってくださること以外には希望がありません。ぜひ覚えていてください。今まで皆さんの頭の中に飛び交っていた様々なことが全部消えて去っていくくらい「なるほど。問題は創世記3章だったのか。だから必要なのは、答えは、光は、希望はその真の神様と一緒になる、その神様と出会うことなのに、しかし、私たちには会いに行くことができません。希望は唯一神様が会ってくださることです。神様が私たちが裁かれるしかない罪人なのにそれらを何らかのかたちで、すべて勘弁してくれて会ってくださること、そこにこそ希望があります。しかし、感謝なことに神様は会ってくださることにしました。私たちを愛して、この世を愛して、私たちを憐れんで会ってくださることにしました。その方法がなにかというとキリストです。神様がキリストを送ってキリストを通して私たちに会ってくださることにしました。これがメッセージです。キリストを通して会ってくださると。そこにひとりひとりの個人の希望、この人類の地球の希望はそこにかかっている、それ以外にはありませんというのがメッセージです。クリスチャンはこのメッセージが分かっているものをクリスチャンと言います。世の中の人との違いはそれだけです。世の中の人は絶対理解できません。だから、通じ合う者ではありません。これは私たちが信じて宣べ伝えられるものであって、理解し合うような内容ではありません。唯一のメッセージですから。
　皆さんが今も悩んでおられることがあるのでしょうか。今もどうにもならない問題があるでしょうか。このメッセージに耳を傾ければよいのです。これがその人の心の中に脳細胞の中に入り込めばもう終わりです。これが入らないように暗闇の力が思いをくらませると聖書には書いてあります。たくさん聞いても入りません。これさえ入ればよいです。これが入ったこと、それによってその人の考えが変わることを「御言葉が成就した」と言います。これだけ、これしかありません。なるほど、今まで私は精神的に悩んでいて様々なトラブルを抱えていたのですが、それを頭の中でいろいろ考えていたのですが聖書のメッセージが聞こえてきて「ああ。そうじゃなかったのだね。創世記3章の問題だったのか、それなのになぜ他のいろいろなことに気が散っていくのか。それがだまされることなのだね。なにがどうであっても構わない、答えはキリストしかないのではないか。神様と出会うことしかないのではないか。それ1点に絞るしかないのではないか。キリストよ」となれば終わりです。これが聞こえません。脳細胞の中にはいろいろなことを悪魔は考えさせます。このメッセージだけが聞こえないように。「こうしたでしょう。ああしたでしょう。こういうことがあったでしょう。これだから、あれだから」ではありません。神様から離れているからです。しかし、私たちには会うことができないから会ってくださる方法がキリストです。そのメッセージを入れていつまでたってもこのメッセージから離れないように、忘れないようにするために作っておいたものが契約の箱です。契約の箱は名前自体が契約の箱です。契約の箱がなにかというと今、皆さんに短い時間ですが申し上げました神様のメッセージ、私たちが生かされて希望になる唯一のメッセージ、そのメッセージそのものです。契約の箱を見るたびに「ああ、なるほど。人の問題は神様に会う道がない。だから、キリストを通して会ってくださるでしょう」これが契約です。そのメッセージが契約の箱の中にいつも示されているのですから。それで神様はそれがすべての中心ですから契約の箱を大事にするために、最初はモーセに幕屋を作って幕屋の中心にこの契約の箱をきちんと保管しなさいと支持しました。幕屋というテントです。最初はそれがテントでした。それから、ある意味神様は今、彼らが見ているイエス様が怒りを覚えていらっしゃるような神殿を建てる指示も命令も計画もなにもおっしゃっていません。幕屋に契約の箱がありました。けれども、その契約の箱をきちんと保管するための場所が幕屋から神殿に変わりました。だから、神殿というのは契約の箱を保管するところ、契約の箱はさきほど申し上げました福音のメッセージです。つまり、神殿というのは一言で言うとキリストです。それで神様は神殿を作りなさいと言った覚えはありません。ダビデが神様に対しての信仰心を持ってダビデが神様に提案しました。「神様。契約の箱が私は宮殿で豊かに暮らしているのに幕屋にその契約の箱があるというのは少し寂しいです。だから、しっかりとした立派な建物を建ててそこに契約の箱を入れるのでどうか許してください。すべての財産を払ってやりますので」そのときに神様は「あなたはだめです」と言います。「神様のために神殿を建てます。私のために宮殿があるように神様のために神殿を私が建てます」。神様がそのダビデの要求を拒否しました。「あなたはだめだ」それはその次の代、ソロモンの方にまかせました。「あなたはたくさんの戦争によって血を流したから」とおっしゃったのですが本当の意味はそうではありません。聖書を見ると「わたしのために家を建てるというのはとんでもないことだ。わたしがあなたのために家を建てようじゃないか」ということで立ったのが神殿です。ついつい、私たちは神様のために建てるというのですがとんでもありません。それで神様はダビデではなくソロモンの方に行きました。その理由は「あなたがたがわたしのために建てるものではなく、それは逆転でしょう。わたしがあなたがたのために建てる。つまり、わたしがあなたがたに会ってあげない限りはあなたがたに希望はありません。だから、そのメッセージとしてキリストを約束したのではないか。今なにを考えているのか。わたしのために？とんでもない。わたしがあなたがたのために。」それをキリストと言います。神殿というのは神様がダビデとダビデの子孫、人類のために神様自ら建てられた家です。そこに契約の箱を保管するようになりました。だから、神殿というのは神様が、滅びるしかない、どうにもならない様々な不幸を患い、苦しんでいる人々に会いに来られる場所、いわば神様が会ってくださる場所です。神様に会いに行くではなく、会ってくださる場所です。それを神殿、またキリストと言います。その神殿の由来などを聖書的に少し理解する必要があります。神殿というものは最初はそんなに必要なものではありませんでした。幕屋で十分でした。神殿という建物の問題でなく、その中の契約の箱がポイントです。そういう意味で神殿が許され建つようになりました。つまり、神殿を見るたびに「契約の箱、ああなるほど。私たちは罪人なので滅びるしかないのに、神様に会わなきゃいけないのに会うこともできないだめな人間で、それで神様が憐れみをもって会ってくださる場所なのですね。キリスト」を思い起こすためのものです。神殿というのは。分かりますか。つまり、神殿=キリストです。しかし、旧約の歴史ではその神殿がある意味、一度も正しく機能したことがありません。その証拠として神殿は今、イエス様が怒りを覚えていらっしゃる4回建てなおしたものです。ソロモンが建てた神殿をはじめとして3回も神殿が壊れだめになっていました。なぜでしょうか。神殿が神殿の機能をきちんと果たしていなかった。つまり、キリストなき神殿の状態がずっと続いていました。彼らは羊を捧げたりといろいろなことをやっていたのですが、まったく神様の契約、一番、最初に申し上げましたそのメッセージのことは一切無知です。それでとにかく神殿があるからそこにいけにえを捧げれば神様は満足すると勘違いしていました。神様はいかにも心を痛めてときには「わたしはあなたがたが捧げるいけにえ、動物には飽きてしまった」とおっしゃるくらいのことでした。つまり、神殿が堕落してしまいました。神殿の堕落というのはきちんと管理できないとかではなく、その神殿そのものの意義がキリストなのにキリストが抜けてしまった神殿はもう堕落です。意味のないものです。それを神様は示すために何回も神殿が壊れることを許されました。それはイスラエルの歴史です。そして、彼らが神殿を神殿として正しく守っていなかった決定的な証拠がなにかというとキリスト本人である約束の主が実態となられてこの世に来られました。その方がイエス様です。イエス様が来られてキリストが目の前にいらっしゃるのにだれも分かりません。イエス様を受け入れようとしません。それで神殿を守ろうとしています。キリストが抜けている神殿、もはや神殿ではありません。彼らは神殿、神殿と呼んでいるのですがもはや神殿ではありません。そういう意味で「父の家を商売の家にしてはいけない」とおっしゃいました。もはや神殿は神殿ではなくなりました。実はそのまえからもそうでした。それが堕落している神殿、キリストを失っている神殿、それは無意味なものであり、逆に真の神殿のためにそれは邪魔になるし妨害の役割をするようにもなります。だから、怒りを覚えられました。神様が人類のために唯一の希望を約束されたのに、それを示すために神殿を与えていらっしゃるのに、その神殿を通して今その希望の答えが目の前に来ていらっしゃるのにこの神殿のゆえに見えません。そうならば、今までは神殿、神殿、神様、神様と言っていたものが、逆に神様に背いて敵対する者に変わってしまいます。それでイエス様は怒りを露わにしていらっしゃったということです。なんでもかんでも聖書に書いてあるからそのとおりやればいいわけではありません。キリストが抜けているものは無意味な神殿、それはもはや壊れて消えて無くなる運命です。何の意味もないし逆に邪魔です。堕落してしまった神殿は壊れて消えて無くなるようなものです。

それから、正確に申し上げると、その神殿の主であるキリストが来られたのであれば神殿が今まで正しくやっていたとしても役割はそこで終わりです。もはや意味がありません。それだけでなく彼らはキリストがそこで抜けていたのでずっと前からとっくに神殿としての機能を失っていました。その証拠としてイエスはキリストを拒否するのです。本当に神殿がなにか分かっている者はキリストを待っていて「キリストは来られましたか。ありがとうございます」となるのが普通でしょう。でもイスラエルはそうしませんでした。それが神殿の堕落です。神殿というものはキリストが来られた以上、その役割は終わったし、キリストが抜けている神殿などはもはや無意味で妨害になるようなものなのでそれは壊れて消えて無くなるべきものです。これっぽっちもそこに未練を持つ必要はないし、それはマイナスです。それでイエス様がおっしゃいました。「3日目に神殿を建てる。これはもういらないし邪魔だ。わたしが神殿です」最初から神様はそのようにおっしゃいました。「契約の箱を通してこれからキリストが来られるからキリストを通してあなたがたに会う。そこに希望がある」その象徴として神殿も与えられていたのに人々はキリストが分かっていませんでした。イエス様がおっしゃっているようにもはや神殿は神殿ではない、真の神殿はイエス様ご自身です。なぜかというとイエス様こそ約束のキリストなので。聖書はその証拠だらけです。イエス様は処女マリヤから生まれました。イエス様は死者を生き返らせる奇跡を現しました。イエス様は旧約にキリストが来られると預言されているとおりになりました。決定的なのはイエス様は十字架にかけられて3日目によみがえられました。イエスがキリストです。つまり、イエス様ご自身が真の神殿、その方です。だから、建物の神殿などは要りません。またその神殿の中で建物があったからこそ成り立っていた様々な儀式やしきたりや品物などは一切もう終わり、全部葬られていらないものです。神様はそれを私たちにずっと語るために今でも神殿にあるところに他の宗教の神殿が建っています。それは要りません。イエスこそが真の神殿です。つまり、イエスこそが唯一の希望であり私たちに会ってくださる通路であり道です。イエス様こそが真の神殿ということです。そのことを覚えていただきたいと願います。

神様は私たちに語っています。だれでもこれからは神殿に礼拝のために行く行かない、それはもう終わりました。だれでもこのイエスを信じる者は神様に出会うことになります。だれでもイエスを信じる者はいのちが与えられるようになります。だれでもイエスを信じることによって真の神殿に会うことなので死からいのちに移るようになります。イエス様はおっしゃいます。すべての人類に向かって「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしが神殿です」と。「わたしが希望です。地球上の様々な問題、あなたがたの様々な悩みごと、人生の不幸、苦しみ、どうにもならないその問題の希望、答えはわたしなのだ」と。イエスはキリストです。イエス様こそ真の神殿です。迷うことなく葛藤などすべて捨てて一直線にイエスの方に行くということが生きる道です。そして、大切なのはイエス様こそ神殿なので、建物の神殿と何が違うかというと、そのイエス様を信じて心に受け入れた瞬間、その信じた者が神殿に変わります。あなたがたは聖霊が宿っている神殿であることが分かっていないのか。建物の神殿いりません。自分自身が神殿です。つまり、皆さん自分自身が、肉体的条件がどうであれ関係なく、世界中もっとも尊い貴重な存在に変わります。皆さんの外見やなにかではなく、イエス・キリストが神殿なのでキリストを皆さんの中に受け入れた途端に皆さん自分自身が神の神殿と呼ばれる存在に変わります。これがビックニュースでありゴスペルです。旧約の大きい立派な神殿のところにどんなに一生懸命、羊を殺して捧げ毎年、毎回やるとしても自分で神殿になるということはありません。しかし、真の神殿であるイエス・キリストを信じるその瞬間、その人は神殿に変えられ、自分自身がもはや祝福の存在であり、神殿というのは神が罪人に会ってくださる通路でしょう。皆さんを通していまだ神を知らないで罪のゆえに滅びる世界中の多くの人が皆さんを通して神に会うことができる存在になります。皆さんこそが世の光であり世の希望になります。ただただイエス・キリストを信じて受け入れただけなのに。だから、イエス様が神殿に上られて怒りを露わにしたということをとおして皆さんが掴むべきメッセージは、「なるほど、イエス様こそが神殿であり、だから私は世界中で最高に尊い貴重な存在なのだ」ということで、それを神様は言いたいのです。本当にそう思っていらっしゃるのでしょうか。ちょっとした問題があるから、ちょっとした過去が忘れられないから、皆さんの今の肉体的条件、才能の様々な条件などを考えてついつい自分自身の存在を評価しているのではないでしょうか。クリスチャンはそこから早く抜け出して自由にならなければいけません。死の陰の谷を歩いていても、足が1本しかない人であっても、頭のIQが２ケタしかない人間であっても「私は神の子ども、神の神殿。世界で一番尊い存在。そして、この世の中に絶対に必要な存在」です。皆さんを通して神様は世の中の人に会ってくださることにしました。それを教会ともいうのです。神殿、教会、同じことです。それがどういう言葉なのか、どんな意味なのか理解しなければいけません。時代は変わりました。本物の神殿、イエス様が来られました。今までの神殿と呼ばれていたものは全部消え去って意味のないものとして崩れていきます。実際に全部、崩れました。イエス・キリストを受け入れることが希望です。キリストを受け入れた瞬間、自分自身が神殿に変えられると同時に、建っていたり壊れたりするような神殿ではなく、この神殿は永遠に壊れない神殿になります。皆さんが1回、神の神殿に変えられると、もうだれも壊すことができません。旧約にあった立派な建物の神殿は必ず限りがあり壊れていくようなものになります。キリストが抜けてしまいます。皆さんの内側にいらっしゃったキリストは皆さんが暴れていても逃げることがありません。だれも奪い取ることができません。永遠のいのちです。これがイエスの素晴らしい秘密です。真の神殿はイエス様です。だから、イエス様を受け入れたということは皆さんの存在そのものが変えられて、永遠にその祝福がずっと続く者になっているということを意味します。
今日、神様は私たちに語っています。イエス様こそ真の神殿であると。だから、何もかも全部下してイエス様の方に行かないといけません。イエス様こそキリストです。イエス様を信じる者は神様と出会ったことになります。間違いありません。人生もう変わりました。自分自身が努力してそうなったのではなく、神の神殿と呼ばれる尊い存在に変えられました。そうならば、このメッセージを握って皆さん、今までキリストのなかった皆さんにある自慢、誇りなどをよく考えてそこを消していきましょう。キリストのないものは神様が指示された神殿でさえ壊れていく無意味なものです。それなのに、私たちは神殿までいかなくてもキリストのなかった自慢、誇りなどがいっぱいあったでしょう。それに対して皆さん告白してください。それはちりあくたのようなものです。逆に言ってキリストのなかったときの失望、劣等感なども全部捨ててください。意味のないものです。それが力を発揮するような資格、権限などはありません。キリストのないものは全部壊れていくべきです。消え去っていくべきです。なにを皆さんは誇りとして、自慢として握ってすがっているのでしょうか。あるいはなにをそんなに傷として失望として劣等感などでそれに捕らわれているのでしょうか。全部ふり払ってください。キリストのないものは壊れて消えていくべきものです。意味のないものです。それをまず味わっていただきたいと思うし、そういったあらゆるものにこだわらないですっきり整理してイエスだけに希望をかけて集中するようにしてください。希望はイエスしかありません。今現在の問題も希望はイエスしかありません。それで皆さんがイエス・キリストを本当に信じて受け入れた方であれば自分自身が世界一尊い貴重な存在になっていること、その救いの確信を持って感謝を捧げてください。私は貴重なものなのだ。どれほど貴重なのでしょうか。私たちがこれから動きますと私たちをとおして神の国が臨まれ悪霊を追い出す権限も私たちにゆだねられています。それほど尊いものです。この世を変えることができる権限がクリスチャンの私たちに与えられています。もちろん、それは私たちの人生の中にある様々な問題が一切問題にならないような存在に変えられています。それほど祝福されています。神様が皆さんに会いに来てくださって皆さんの内側に永遠に一緒にいらっしゃる存在ですから、その祝福はもう限りないものです。それが分かっている者は刑務所の中に入っても死の陰の谷を歩いていても一切関係ありません。それに揺れることもありません。振り回されることもありません。それほど尊い祝福された者です。自分の人生に対して一切、自分で心配しなくてよいものだということを感謝して、そのようなときに初めてこの御言葉が自分のものとして聞こえてくるようになります。それはあなたがたは知らなくてもよいです。あなたがどれほど貴重な存在なのかというと、イエスを信じたというのは神の神殿になったというのはどういう意味なのかというと、オンリー聖霊が臨まれると力を受けてエルサレムから地の果てにまでイエスの証人になります。あなたの人生はもう幸せであり、もう心配しなくてよいものになっています。なぜでしょうか。イエス様が真の神殿だからです。こちらの方に行かないといけません。イエス様は真の神殿であるということがなぜ意味があるのかというと、そのイエス様の方に集中するために、そのイエス様を受け入れた自分が神の神殿であることに気づくために、「なるほど。人生変わったのだね。現実なにがどうであろうが過去がどうであろうが関係なく、自分の人生は幸いなもの、幸せなもの、祝福のもの、神の子どもとして保証されているものとして変わっているのだ。私はハッピーだ。なにがどうなろうが私は関係ない幸せな者だ。いつまでも神様がともにおられる者なのだね」ということを気づいて告白するためです。なぜかというとそうしない限りは「オンリー聖霊が臨まれると」という約束を握って祈りに専念し残りの生涯、神の神殿としての役割、イエスの証人としての尊い輝く人生が用意されているのに、まったくそれと縁のない人生でアップアップするようになります。なんと残念でしょうか。クリスチャンが複雑になります。また無気力になります。そうなる必要はありません。どんな問題があるのでしょうか。どんな弱さを抱えているのでしょうか。なにが気になるのでしょうか。一切関係ありません。イエスこそ真の神殿です。そうならばイエスに集中してください。イエス・キリストを信じて受け入れること、それで人生終わりです。神様はそのようになさいました。最初からそのように約束されました。そのイエス・キリストを受け入れたから皆さん自分自身が神の神殿と呼ばれる者に変えられていることをずっと黙想しながら、皆さんにあった悩み、心配、憎しみなどがすーっと消えていくまで黙想してください。「私は幸いな者だ。今死んでも大丈夫だ。死の陰の谷を歩いていても構わないものだ」と実際に思えるときまで黙想してください。もうすでにそのようになっているから黙想しかありません。聖霊の助けによって本当にそれが自分の話なのだと気づくしかありません。そのようなときに皆さんの考えが変わります。「なるほど、今まで気にしていたもの、こだわっていたもの、それは一切私が気にするものではないのね。私はひとつだけに、聖霊が宿っているものなのだからこれを活用するしかないのではないか。聖霊に満たされて聖霊が豊かになること、それだけに集中すればよいのだ」それが人生の答えです。クリスチャンの答えです。牧師と相談したいこと、悩みがあるでしょうか。相談しなくて結構です。黙想してください。この答えが出ます。聖霊が一緒にいるでしょう。その聖霊さまは助け主でしょう。なぜでしょうか。イエスが真の神殿だからです。イエスがキリストだからです。だから、その聖霊に豊かに満たされれば終わりです。そう聖書が教えているのにそこに気づかないから「先生、どうすればよいでしょうか」と聞きます。もちろん、相談が悪いということではありません。それほど皆さんはすでにイエス様によって尊い存在です。自分自身をあまりにも自虐しないようにしましょう。皆さんをそういう意味で愛してください。皆さんはお金のために人生を費やすような価値のない存在ではありません。そういうことはもう終わりました。キリスト、神殿の回復がテーマです。皆さんはもう神殿です。でも、神殿が神殿らしく回復できるように。
それから、皆さんが回復することによって皆さんの周りにどんどん神殿が増えていくようになります。それが宇宙の巨大な教会を建てていくという意味です。これがすべてです。そのために今も台風も来ているし雨も降ってきているし、そのすべてが世界福音化のためです。皆さんはそれができる存在です。理由はひとつしかありません。イエス様こそ真の神殿ですから、イエスを受け入れたことがすべてあることをぜひ覚えて黙想し、皆さんの残りの生涯を使徒の働き1章8節、これが定位置と言いましたがこれを常に握ってその祝福の中を歩いていただきたいと願います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。今日も神様が私たちに語ってくださりありがとうございます。人類の問題は、地球上の問題は神から離れ、霊的な問題であることを教えてくださり、それゆえ神様と出会う唯一の道キリストしか希望がない、そのキリストが来られてそのイエス様こそが真の神殿であり、そこですべての問題を解決し、完璧な永遠なる祝福を与えていらっしゃることをありがとうございます。イエス・キリストを真の神殿として受け入れた自分自身が神の神殿に変えられていることに気づいて、深く黙想し喜び感謝することができるようにひとりひとりを助けてください。残りの生涯、神の神殿として世の中を生きていけるようにひとりひとりを助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
6

